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自
治
体
議
会
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思
い

議
会
内
外
の
活
動
30
年
の
断
章

　
こ
の
三
月
は
三
八
年
間
勤
め
た
札
幌
市
役
所
を
退
職
す

る
こ
と
と
な
る
。
思
い
起
こ
す
と
、一
九
八
九
（
平
成
元
）

年
四
月
、
札
幌
市
東
京
事
務
所
か
ら
議
会
事
務
局
へ
の
異

動
以
来
、
三
〇
年
に
わ
た
り
「
議
会
」
に
関
わ
り
続
け
て

き
た
。
当
時
、
私
は
、
東
京
事
務
所
の
上
司
に
「
議
会
事

務
局
」
を
異
動
先
と
し
て
希
望
し
、
そ
の
上
司
が
議
会
事

務
局
総
務
課
長
に
異
動
す
る
の
と
同
時
に
、
私
も
希
望
が

適
っ
て
議
会
事
務
局
に
異
動
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
一
九
九
九
年
ま
で
の
一
〇
年
間
、
議
会
事

務
局
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
、
う
ち
二
年
間
は
全
国
市

議
会
議
長
会
で
の
勤
務
も
経
験
し
た
。
議
会
事
務
局
在
職

中
は
、
議
員
定
数
や
議
会
が
実
施
機
関
と
な
る
市
の
情
報

公
開
条
例
の
改
正
、
議
員
の
資
産
公
開
条
例
制
定
に
関

わ
っ
て
き
た
。
議
長
会
在
職
中
は
、
地
方
六
団
体
の
地
方

分
権
推
進
委
員
会
の
議
長
会
事
務
局
を
担
い
、
ま
た
、
政

府
の
地
方
分
権
推
進
法
案
の
国
会
審
議
を
傍
聴
す
る
機
会

に
恵
ま
れ
た
。
一
〇
年
間
の
議
会
事
務
局
勤
務
で
は
、
札

幌
市
議
会
の
制
度
改
正
に
携
わ
り
、
地
方
分
権
改
革
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
多
く
の
貴
重
な
経
験
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
。

　
議
会
事
務
局
在
職
中
は
、
議
員
か
ら
の
調
査
依
頼
を
含

め
、
市
長
部
局
に
で
き
る
だ
け
頼
ら
ず
に
調
べ
よ
う
と
す

る
姿
勢
を
保
ち
、
議
会
図
書
室
を
利
活
用
し
な
が
ら
、
市

の
一
部
局
で
は
な
く
、「
議
会
の
事
務
局
」
を
強
く
意
識

し
て
仕
事
を
し
て
き
た
。
議
会
事
務
局
と
議
長
会
で
の
勤

務
は
、
議
事
機
関
と
し
て
の
議
会
の
重
み
を
よ
り
深
く
認

識
す
る
大
き
な
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
北
海
道
自
治
体
学
会
で
の
活
動
を
と
お
し
て
、

神
原
勝
、
森
啓
、
松
下
圭
一
、
江
藤
俊
昭
各
先
生
方
の
ご

指
導
を
い
た
だ
け
た
こ
と
も
、
今
の
、
議
会
技
術
研
究
会

の
活
動
に
大
い
に
役
立
ち
、
私
の
財
産
と
な
っ
て
い
る
。

一
〇
年
間
の
実
践
と
二
〇
年
間
の
研
究
の
積
重
ね
が
、
私

の
思
考
を
形
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
中
で
の
画
期
的
な
出
来
事
が
、
二
〇
〇
六
年
五
月

の
栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年

三
月
、
自
治
体
職
員
・
議
員
、
市
民
、
大
学
の
先
生
で
構

成
さ
れ
た
議
会
研
究
会
で
議
論
し
、
ま
と
め
た
議
会
基
本

条
例
試
案
作
成
時
は
、
一
つ
の
研
究
成
果
と
考
え
て
い
た

の
が
、
栗
山
町
議
会
の
中
尾
修
議
会
事
務
局
長
、
橋
場
利

勝
議
長
等
と
の
出
会
い
を
と
お
し
て
、
議
会
基
本
条
例
が

実
現
し
、
今
で
は
八
〇
〇
ほ
ど
の
自
治
体
議
会
で
の
制
定

に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
と
、
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ

る
。

　
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
議
会
改
革
の
中
で
、
私
が
、
今
意

識
し
て
い
る
こ
と
を
三
点
に
ま
と
め
た
い
。

①
　
議
会
へ
の
市
民
参
加
か
ら
市
民
と
の
交
流
へ

　
首
長
等
の
行
政
が
先
行
し
て
取
り
入
れ
て
き
た
市
民

参
加
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
お
い
て
も
進
ん
で
き
て
い

る
が
、
議
会
の
信
頼
感
を
高
め
、
議
会
活
動
へ
の
理
解

を
深
め
る
に
は
議
会
と
市
民
と
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
に
規
定
す

る
制
度
を
超
え
た
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

②
　
自
治
体
議
会
の
政
策
活
動
の
多
様
性

　
条
例
提
案
と
い
う
立
法
活
動
が
議
会
の
唯
一
の
存
在

価
値
を
示
す
の
で
は
な
く
、
首
長
等
の
行
政
へ
の
政
策

提
案
や
提
言
、
事
業
・
政
策
の
評
価
、
条
例
の
修
正
、

議
員
個
々
の
質
問
等
幅
広
い
政
策
活
動
が
で
き
る
、
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
自
覚
が
必
要
で
あ
る
。

③
　
政
令
指
定
都
市
議
会
で
の
区
常
任
委
員
会
設
置
の

可
能
性

　
区
行
政
の
総
合
化
や
市
民
と
の
交
流
の
観
点
か
ら
、

区
常
任
委
員
会
を
設
置
し
て
、
行
政
区
単
位
の
議
会
活

動
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
併
せ
て
、
総
合
区
制

度
の
導
入
に
よ
り
、
行
政
面
、
政
治
面
で
の
域
内
分
権

が
進
む
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
私
の
三
〇
年
間
の
議
会
内
活
動
（
議
会
事
務
局

勤
務
）
と
議
会
外
活
動
（
研
究
活
動
）
に
つ
い
て
、
簡
単

に
振
り
返
っ
て
み
た
。
自
治
体
の
問
題
は
、
議
会
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
議
会
に
こ
だ
わ
り
続
け
て

き
た
の
は
、
市
民
の
負
託
を
受
け
て
選
ば
れ
た
議
員
が
、

皆
で
話
し
合
い
、
ま
ち
の
こ
と
を
決
め
て
い
く
存
在
に
魅

力
と
意
義
を
感
じ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
今
の
自
治
体
議
会
全
般
を
み
る
と
、
改
革
は
な
お
進
化

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
首
長
は
一
人
、
そ
れ
に
対
し
て
議

会
は
複
数
の
議
員
が
存
在
し
、
合
議
制
機
関
と
し
て
の
多

様
性
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
自
治
体
の
財
源
が
限
ら
れ

て
い
る
中
、
議
会
の
議
論
は
大
切
で
あ
る
。
こ
の
議
会
と

い
う
存
在
に
期
待
し
、
今
後
も
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
う
。

＜
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な
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